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定し, その理論体系が形成されてきた｡ それはドイツ社会統計学に限らない｡ 例えば,     年




は当然の結果であったと言えよう｡ 問題は, 既に    年代において統計表が, 国家や社会に関
する数字情報として受け止められていたこと, そしてまた従来の統計史・統計学史研究では,
それを言わば自明のこととして受容してきたことである｡
そもそも ｢統計｣ という概念や ｢統計学｣ という学問は,   世紀後半にドイツで形成された
ものである｡ 所謂ドイツ国状学 (           ) という名の下に, この学問の担い手達によっ
て ｢統計｣ 概念が創り出され, その ｢統計｣ 概念を前提として国家科学 (                 )
としての統計学が発展・普及していった｡ ドイツ国状学を代表する           の国状学に
関する著作が, 当初, 『最も主要なヨーロッパの帝国及び共和国に関する最新の国家科学概要』
(以下 『国家科学概要』 と略称)３) であったことは, そうした事実を端的に物語っている｡ この
  
統計表の概念史
上 藤 一 郎
１)                         ′                     ′                                       平貞蔵・平山喬訳 『人間に就いて』 (上・下巻) 岩波書店,     ～    年｡
２) 統計情報という用語に厳密な定義があるわけではないが, 本稿では, 公的統計に関して, 統計調査
もしくは行政記録から得られた数字による情報として措定しておく｡
３)                                                                 ・                         ・            但し,         は, 同書第２版では ｢国家科学｣ という名称






従って, 少なくとも         が前述の著作を公刊させた    年時点においては, 統計は次
の二つの点で現代とは全く異なる意味内容を有していた｡ 第一に, 数字情報ではないというこ
と, 第二に統計表の形式が全くないことである｡
他方,        が    年の 『人間について』 で, 既に今日的な意味での ｢統計｣ 及び ｢統
計表｣ の概念を前提としていたことは既述の通りであり, 故にこれらの事実から導き出し得る
のは,     年代中頃から    年代の約  年の過程で ｢統計｣ 概念が変容し, 且つ ｢統計表｣ 概






る歴史評価である｡ この通説に対する問題点の一つは,        が, 政治算術と古典確率論
だけではなく, 国状学をも包摂して独自の統計理論を打ち立てたとする評価である｡ 数量分析
に欠けた国状学から, 具体的に        が何をそこから学び, 何を自己の統計理論に反映さ




残されているということである｡ 本稿で ｢統計表｣ の概念史を取り上げるたのもこうした疑問
を解決する一つの手掛を与えるためである｡
以上のような問題意識の下, ドイツ発祥の統計および統計学がヨーロッパ諸国にどのように
広がっていったのか, まずはこの点を具体的に取り上げる｡ ｢統計表｣ の概念は当然のことな
がら ｢統計｣ 概念があって初めて成立するものだからである｡ 具体的には, イギリスとフラン
スの事例に焦点を当てる｡ これらの結果の基づき, ｢統計｣ 概念と ｢表｣ 概念がどのように結
合し, 今日的な意味での ｢統計表｣ 概念が成立し得たのか, その歴史的過程と要因を検討し課
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４) 上藤一郎 ｢統計学と国家科学―統計学の一原型をめぐって―｣, 杉森滉一・木村和範・金子治平・
上藤一郎編 『社会の変化と統計情報』 北海道大学出版会,     年,    ～   頁｡
題の究明を試みる｡
１. ｢統計｣ 及び ｢統計表｣ 概念の前史
｢統計表｣ の概念は ｢統計｣ 概念の存在を前提として成り立つ概念である｡ 従って ｢統計表｣
概念をめぐる歴史的検討は, 本来, ｢統計｣ 概念の検討から始めなければならないが, これに
ついては既に別稿で詳細な検討を加えており再説しない｡ しかし本稿の導入に当たり結論のみ
を簡潔に示しておこう５)｡    年, ヘルムシュッテット大学の         が冬学期に自宅で私的に行った講義 ｢全世
界の主要な諸国家の調査 (                                       )｣ で ｢諸国
家の知識 (                     )｣ に関する体系的な学問を講じたことから統計学の歴
史は始まる６)｡       の ｢諸国家の知識｣ を以って統計学の始まりと看做すのは, 統計が





｢統計｣ という用語が活字として使用された最も古い事例は,           という偽名で    年に公刊された著作 『統計的顕微鏡, 即ち神聖ローマ帝国の状態が, 特に選ばれた主要な
もので, それによって描写され代表されるものについての議論―神聖ローマ帝国の英明なる支
配者についての議論―』８) である｡ 名詞ではなく形容詞として ｢統計｣ という用語が使われて
統計表の概念史   
５) 上藤一郎, 前掲論文,    ～   頁｡
６)       のこの講義については, 学生のノートを纏めたものが残されており,       ・   が編
集した       全集の第４巻に納められている｡                                                  また       の弟子であった               は,       の講義録を４冊
の著書として公刊している｡                                                                      しかながら, この           の著作は,       に無断で公刊されたよ
うで,       自身は           に強い不満を持っていたという｡ これらの事情等については次
の文献を参照のこと｡                               ・                                                  (    ‒    )      ・                                           ‒    
７) これについては次の文献を参照のこと｡                                      ・                                                                  (    ‒    )      ・                                           ‒    
８)                                                    ‒                                                                                             ‒              
いるが, 同書は, その副題にもあるように, 神聖ローマ帝国における国家制度の現状について
詳述しており, またこのような国家制度の現状を国家理性の具体的な意味として理解した上で
｢統計的 (         )｣ という用語を使用している｡ つまり       が説くところの ｢諸国
家の知識｣ が ｢統計｣ という言葉に置き換わっており, その意味で ｢統計｣ という言葉は,      由来の造語であると理解できる｡ また筆者の考証によれば, この偽名で書かれた同
書の真の執筆者は       の弟子であった               であり, この点からもまた
｢統計｣ が       の ｢諸国家の知識｣ に関連した用語であることを傍証できよう９)｡
以上見たように, ｢統計｣ 概念は, 国家理性を体現した国家の現状を指す造語として生まれ
たものであり, その国家の現状を記述する学問として形成されたのが統計学であった｡ この      に始まる ｢諸国家の知識｣, 即ち国状学 (           ) を国家基本制度 (                 ) の国別記述という方法で体系化させ, 統計学という名称の下にこの学問を普及させ
たのが         である｡
この         流の統計学がドイツで普及していくと, それが次第にイギリスやフランス
などのヨーロッパ諸国に広まっていく｡   世紀後半のことで, 同時に ｢統計表｣ の概念も形成
されていく｡ 例えば    年に創刊されたロンドン統計協会の学会誌では, 冒頭の序論で ｢統計
という用語はドイツ語に起源するものであり, それは英語の      もしくは社会に存在する人
間の集合体と同じ意味を持つ｡ 従って, 本学会の趣旨に副った言葉では, 統計とは, ｢社会の
状態や見通しを明らかにするために計算されたそれらの事実｣ を把握し確認するものであると
言い得る｣  ) と述べられているが, この文意からも今日の意味での統計表が想定されているこ
とは明らかである｡ これらの事実から解ることは,     年代になると, ヨーロッパ各国で統計
情報としての ｢統計表｣ の概念が一般に共有されていたということである｡     年から    年
の約  年の間に         流の国状記述としての ｢統計｣ 概念が, 集計された数字による
｢統計表｣ 概念に変容したのがこの時期であり, ｢統計｣ 概念も ｢統計学｣ もこの時期に大きな
転換点を迎えていたと考えられる｡ そこでまず ｢統計｣ 概念及び ｢統計学｣ の普及過程を検討
することから始めよう｡
２. ヨーロッパにおける ｢統計学｣ の普及過程
本章で問題とするのは, ドイツで形成された ｢統計｣ 概念及び統計学がヨーロッパ諸国に形
成・普及していった歴史的過程である｡ ドイツで生まれた国状学は, 少なくとも  世紀初頭に
は, ラテン語の国家理性 (           ) に代わる言葉の統計 (        ) から派生した統
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９) 上藤一郎, 前掲論文,    頁｡  )                                                                                              
計学 (        ) という名で呼ばれるようになっていた  )｡ しかしながら         以降,
国状学としての統計学は, 国家科学の一分科であるというその一点を除き様々な変容を遂げて
いく｡ その一方で, 統計学はドイツからイギリスやフランスといった当時の先進国にも輸入さ
れ ｢統計｣ 概念も変化していく｡ 加えて, ｢統計表｣ 概念の形成に伴い ｢統計｣ 概念も更なる
変化を遂げていく｡ そこで以下では, 主にイギリスとフランスを中心に ｢統計｣ 概念及び ｢統
計学｣ の普及過程を考察していくことにする｡ なお付言すれば, この問題については既に別稿
で検討したが, その後に得られた新たな知見も加えた上で改めて再検討を試みる  )｡
(1) イギリスにおける普及過程    の研究では, イギリスで ｢統計｣ 及び ｢統計学｣ という言葉が初めて現れるのは,        の 『スコットランドの統計的叙述』 と雑誌 『月刊論評 (            )』 だとし
ている  )｡ 確かに      は, その著作で次のように述べ, ｢統計｣ や ｢統計学｣ といった言
葉がイギリスでは新しい言葉であることを認めている｡
｢    年に行った北ヨーロッパ一帯の非常に広範囲にわたる視察の過程で, 私はドイツで
｢統計学 (        )｣ という名の政治的研究 (            ) に熱心に取り組んでいる
人たちがいることを初めて知ったのである｡ しかし私は異なった意味をその言葉に適用して
いる｡ というのは, ドイツでは ｢統計的｣ という言葉は, 一国における政治的な力 (               ) の確認を目的とする研究, または国家に関する事項 (              ) を問題
とする研究を意味しているが, 私は, ある国の住民が享受している ｢幸福の量 (                 )｣ の確認を目的とした国家の状態に関する研究 (                          ), そしてまた将来にわたってそれを改善する手段に関する研究, という意味を
この言葉に付け加えたのである｡｣  )
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  ) 統計 (        ) がラテン語の国家理性 (           ) に代わる言葉であったことは,     年
に公刊された           による著作 『統計学文献一覧, 特に国家理性, そして国家もしくは国
家の状態から生じ且つ観察しうるもの, 加えて大使や代官だけではなく, 廷臣一般の職務から生じ且
つ観察し得るもの, 更にはまた領土の和平から生じ且つ観察し得るもの, 即ち優れた支配者の職務と
事績を示す文献一覧』 の表題からも明らかである｡                                                                                                                                                                                                                                                                    ) これについては拙稿の次の部分を参照のこと｡ 上藤, 前掲論文,    ～   頁｡  )                                                                                                      足利末男訳 『統計学史』 有斐閣,     年,   頁｡  )                                                                   
このように      は, ドイツで統計学を知ったこと, ｢統計的｣ という意味がドイツでは,
国家の政治的強さ, または国家の諸事情に関する意味で用いられていること, それに対して自
分は, その国の住民によって享受される幸福の量 (                  ) とその国の将来
の改善という意味を付加したことを表明している｡ ここで留意すべきは,      が, ドイツ
の統計学に対して新たに ｢幸福の量｣ の確認を付け加えたと述べている点である｡
確かに      の著作では, ｢統計表｣ という言葉は用いられていないもののスコットラン
ドの教区ごとに表を用いて各教区の現状把握を試みており, この点では         流の統計
学とは性質を異にしている｡ しかし         によれば, そもそも国家とは, そこに住む人
々の幸福 (  ・         ) を実現させる共同の福祉 (        ) を促進ために存在してい




している点では, 実は      も         も共通の理解に立っている｡ 更に付言すれば,
公共の福祉に対する希求が国家利益, 即ち国家理性に適うことであるとする         の考
え方は, 国家理性を市民の幸福のために役立つ諸処置と理解した        の政治思想にま
で遡ることができる  )｡ つまり      がイギリスにもたらした統計学は, 紛れもなく国家
理性の把握を目的とした       以来のドイツ国状学であったと看做されるのである｡ 勿論,
各教区の聖職者を対象に調査を実施し, その報告を利用してスコットランドの国状記述を試み
た      の研究は, 国家顕著事項の国別記述という         流の国状学のパラダイムと
は大きく異なっていることに留意しなければならない｡
ところで        によれば,      は ｢統計的｣ という用語を採用 (       ) はし
たが導入 (         ) はしていないとされ, その証拠として,      の著作以前に                が公刊した著作を挙げている｡ 『様々な国々の富, 商業, 政府, 財政, 軍事,
宗教についての観察に基づく  の表を用いたヨーロッパの現状に関する政治的調査』 (以下,
『政治的調査』 と略称)  ) と題されたその著作によれば, 統計学について次のように述べられて
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                                  ‒     )                    ‒     ) この論点については次の文献を参照のこと｡                                                                                                        佐々木有司・
柳原正治訳 『十七・十八世紀の国家思想家たち―帝国公 (国) 法・政治学・自然法論―』 木鐸社,     年｡  )                                                           ‒  併せて次の
文献も参照のこと｡                                                                                                                          ‒    
いる｡
｢さまざまな近代国家の実際的且つ相対的な力を対象とする政治的知識を一つの学問 (       ) として確立したのはドイツ人たちで, それはほぼ  年前のことであった｡ そこで言う
力とは, 自然環境の有利さ, 住民の産業や文明, 政府の賢明さを意味する｡ この学問は, か
つては不当にも地理学に関連する学問として看做されており, そしてまたより広い意味で地
理学的研究における地誌的で記述的な諸分科の中の一つとして看做されてきた｡ しかし今で
はより便利な形式に整えられ, そしてまたその重要性も高まったこの学問には, 新たに ｢統
計学 (        )｣ という名称が作り出されドイツでは流行の学問となった｡｣  )
この引用で重要な点は, 近代国家における国力の研究が従来は地理学の分野で行われていた
という指摘である｡      とは異なりドイツの地理学者であった          は, ドイツ
における統計学の歴史的由来と現状をよく熟知していたものと思われ, それだけに地理学と統
計学の接点を明らかにしたこの指摘は説得力を持っている｡          は, 不当であると
評価したが, 政治的知識に関する学問 (国状学) が地理学と関連した学問として看做されてい
たことは認めている｡ 実際, その関係性を明示しているのが    年にイギリスで公刊された
『政治地理学, ヨーロッパにおける主要な帝国, 王国, その他の国々の統計表の紹介』 (以下
『政治地理学』 と略称) と題する匿名の著者による著書である｡ この著作の特徴は, その表題
にもあるように, ｢統計表｣ による各国の国状記述とその比較を主内容としている点に求めら
れるが, 重要な点は, 同じく表題にある ｢政治地理学｣ が統計学を意味していることであろう｡
そのことは次の引用からも明らかである｡
｢われわれがここで明らかにする国家に関する研究は, ドイツ人達の国家制度の特徴や,
個人ではなく公共の事項 (国家顕著事項) に係わる大分部の状態に関する研究であり, この
政治学の研究は, 彼らの教育で重要な部分となった｡ ドイツ人達はそれを更に発展させ, ｢統
計学｣ という名称の, 独立した一つの学問を生み出した｡ 正しく定義すると, 統計学とは
｢いくつかの現代国家の現実的且つ相対的な力―それは国家の自然環境の優位さ, その住民




  )                                                                                                                                                                                                       ‒    )                                                                        
このように統計学を地理学と関連付けて理解する考え方は, 実は ｢統計表｣ 概念の形成に大
きな影響を及ぼしていると推量されるが, 本節では, イギリスの統計学が  世紀後半にドイツ
国状学として輸入されたものであること, しかしそれはまた         流の国状学ではなく,
地理学と関連性を持った統計学であったということ, 同時に ｢統計表｣ の利用を前提とした統
計学という性格を有しているということを指摘するに止めておこう｡ つまり, これらの統計学
は, 所謂 ｢表派統計学 (              )｣ 及び ｢比較統計学 (                  )｣
の影響を濃厚に受けた統計学であったということである｡
(2) フランスにおける普及過程
一方, フランスにおいて ｢統計｣ および ｢統計学｣ が最初にもたらされた経緯は, イギリス
の場合ほど明確ではない｡ しかし筆者のこれまでの考証によれば, 少なくとも    年以前に
｢統計｣ 概念がフランスに存在していたことを示す文献・資料が四つ存在している｡ 公刊年次
の古い順に挙げていくと,     年に公刊された          の 『普遍的学識の基礎―科学,
美術, 純文学の分析的要約を含む―』,     年に公刊された         の 『古代ロシア人の
肉体, 道徳, 市民生活及び政治に関する歴史』 (第３巻),     年に公刊された           
の 『専らフランスに関連する統計の人口の部分について書かれた  人の著者の著作からの引用
によるフランスの人口表』 (以下, 『フランスの人口表』 と略称) と             の 『ヨー
ロッパの統計表』 である  )｡ このうち本章では, 最も古い      の文献を取り上げる｡     の文献は, もともとベルリンで公刊されたもので, フランス語で書かれているとは
言え, 実際にどの程度, 当該著作がフランスに認知されていたのは不明である｡ しかしながら,
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                                                               ‒  なおこ
の著作については王立統計学会誌に掲載された次の    の文献においても触れられている｡                   ) これらの文献の原典は以下の通り｡                                                 ′                           ‒              ‒                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               ‒             ′                                 ′         ′                              ′            ′      ′  ′     ′                           ′                   ′  ′          ′  ′     ′                                                             
なお付言すれば,     と       の文献については     が既に指摘している｡ しかしながら,
文献名や年次が不正確で引用頁も示されておらず, 実際にこれらの文献を精査したとは看做し得ない｡               , 前掲訳書,   頁｡
２年後の    年には英訳されていることを考慮すると, 一定の影響力を持った著作であったこ
とがわかる｡ また英訳本の公刊年次からすると, 先に検討したイギリスの各文献の公刊年次よ
りも古く, 従ってフランスだけではなくイギリスでも ｢統計｣ 及び ｢統計学｣ の最も古い用例
が示された文献であると言えよう  )｡     は, その著作の第３巻で ｢統計学｣ という１章 (第  章) を設け, 統計及び統計学
について以下のように述べている｡
｢現在における国家について, そしてわれわれの日常で最も重要な出来事について知りた
いと思うのは当然でありもっともなことである｡ われわれは, これを統計学や旅行記, 地理
学によって知ることができる｡ 統計学と呼ばれる学問 (      ) は, 世に知られた全ての
近代国家の政治的な装置 (            ) をわれわれに教える学問である｡ この装置とは




いつも不充分であり, 非常に省略されたものであり, しばしば怪しげなものであり, そして
時には致命的な偽りがあって, 悪意に基づくものさえある｡ とは言え, われわれは, それら





し, それによって統計学は, 国家の住民の数について念入りで精密な研究を行い, また住民
の気質や産業, 国家の美徳と悪徳についても同様の研究を行うことができるのである｡｣  )
統計表の概念史   
  ) 筆者の調べでは,      のこの著作は,          の次の文献で英訳本からの引用が簡単に
紹介されている｡ なお      同様, 本稿でもこの英訳本を専ら参照する｡                                                                                       ‒    大橋隆憲訳 ｢第  章 ウィルカックスの ｢統計の定義集｣｣, 大橋隆憲 『社会科学的統計思想の
系譜』 啓文社,     年,    ～   頁｡ また      自身が述べているように,      の著作は     ・   の次の文献にも示されている｡   ・                            ・                                               ・                              但しこの




ていることである｡ これは,      が         以来のドイツ国状学を統計学と看做して
いることを示している｡ 第二に, 特に統計学が地理学と同一の対象を研究する学問であり, そ
れに関連して   ・     の方法を高く評価していることである｡ 前節で考察したように, イ
ギリスに輸入された国状学としての統計学は, 少なくとも初期の文献で見る限り, 既に ｢統計
表｣ 概念が含まれており, また統計学は地理学から影響を受けた学問であると看做されていた｡
同じ事情がフランスの場合にも妥当していることが      の文献から裏付けられる｡
第三は, 第一の論点にも係わる点であるが, 国家顕著事項の理解には, 数による認識が重要
で, そのために政治算術の補助が必要だとしていることである｡ ここで政治算術の ｢助け｣ と     が述べているのは, その後に ｢出生や埋葬記録｣ とあることから, 政治算術で利用さ
れる ｢人口表｣ や ｢死亡表｣, それらを基に算定される出生率や死亡率等のことを意味してい
る｡ 今日の言い方をすれば, 人口静態統計や人口動態統計としての統計表である｡      の
解説には ｢統計表｣ という用語こそ含まれていないが, 統計学にとって数字で示された表が必
要であると示唆していることは, 次の二つの意味で重要である｡ 一つは, 統計学は確かに数字
を必要とはしているが, それらの数字を扱うのは政治算術であって統計学ではないということ
を      が示していることである｡ これは統計学と政治算術は全く異なったものであるで





フランに輸入された｡ その際に ｢統計学｣ は,          流の国状学に依拠しながらも, 地
理学や政治算術との接点を持った形で輸入された｡ 統計学と地理学・政治算術を結びつけたの
が所謂 ｢統計表｣ である｡ しかもドイツ人であった      の指摘に鑑みると, 統計学は,
イギリスやフランスに輸入される以前に, 既にドイツにおいて地理学や政治算術と接点を持っ
た学問として一般に認知されていたと考えられる｡ そこで ｢統計表｣ の概念がどのような形で
形成されていったのか引き続き詳しく検討していこう｡
３. ｢統計表｣ 概念の形成過程
言うまでもないことであるが, ｢統計表｣ という概念は, ｢統計｣ という概念と ｢表｣ という
概念が結合して得られる概念である｡ 従って ｢統計表｣ の概念は, ｢統計｣ 及び ｢統計学｣ が
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広くヨーロッパ諸国に認知され出す  世紀後半に形成された概念であると見なければならない｡
しかし今日の意味での ｢統計表｣ が明確に認識され出すのは  世紀前半で, その間に ｢統計表｣
の概念も大きく変化した｡ そこで以下本章では, ｢統計表｣ の意味内容の変化をイギリス及び
フランスを中心に考察する｡ これらの歴史的な形成過程を見た後,   世紀を通じて ｢統計｣ と
｢表｣ が結び付き, 今日の意味での ｢統計表｣ 概念が形成された社会的文脈について検討を試
みる｡
(1) J. P. Anchersen の ｢統計表｣
ドイツ国状学と表の接点は, デンマークの歴史学者であった              の 『文明国
一覧表』  ) が嚆矢とされる｡     は, その著書で ｢表派統計学｣ という一節を設け, ｢実際統
計が発達するとともに数字材料が増加し, 数字材料が増加するにつれて, 数字材料を行もしく
は列にして比較すること, 即ち表にすると, それが見渡し易く比較できるようになるという長
所が分かってきた｡         の同時代人でデンマークの学者であった          が, 主要
な国々の最も重要な諸関係を 『文明国一覧表』 という表題で, 表の形で纏めた最初の人であ
る｣  ) と述べている｡     は更に続けて ｢この表は, 著名な国々の面積, 人口, 宗教, 財政,
軍隊, 政治的基本制度, 貨幣及びその重さと量を内容としている｡ しかし          の例が
模倣されるようになったのは,   世紀の最後の四半世紀になってからである｣  ) と指摘してい
る｡ この     の指摘は, 第一に          の時代には数字材料が統計において重要な意味
を既に有していたこと, 第二にこれらの数字材料を最初に ｢統計｣ の ｢表｣ として纏めたのが         だったこと, 第三にしかし          の表が統計学で実際に利用され出すのは  
世紀後半になってからであること, の三点に纏めることができる｡ そこで本稿でも, この           の表を検討することから始めよう｡         の表が示された著作は, 正確には 『表による文明国の記述, 即ち各国の名称,
領地, 領地の形状, 主要な都市, 自然条件, 宗教, 国家の形態, 自然環境及び資源の状態』
(以下 『文明国一覧表』 と略称) と題し,     年にコペンハーゲンとライプチヒで出版されて
いる｡ ヨーロッパ主要国を１枚の表で比較した総括表と, ヨーロッパ各国及びアジア, アフリ
カ, アメリカ諸地域の個別表の全  枚の表から成る小著である｡ これら  枚の表の項目や形式
はほとんど同じであるため, 本稿では例証として総括表の翻訳を表１ (1) ～ (3)に示す  )｡
統計表の概念史   
  )                                                                                                                                                                                                                                               )                 前掲訳書,   頁｡  )             前掲訳書,   頁｡  )          の表には, 現代には存在しない地名も含まれている｡ その場合は, 原文通りのラテン





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表１を見ると直ちに理解できるのは, この表が今日の意味での ｢統計表｣ とは全く異なった
ものであるということであろう｡ 記載されている主要項目は, 主要な都市, 宗教, 地理的特徴,
国家の政治制度等がコンパクトな一覧表として纏められおり, 更に各国主要都市を主に列記し
ていえることから地理学的な要素を含んだ表であると理解できる｡ それ故この表は,     が
指摘するような数字材料を表に纏めたものではない  )｡ また     は, 実際統計の発達によっ
て数字の重みが増し, その結果として          の表が公刊された旨を説明しているが, そ
れについても疑問が残る｡ ｢実際統計 (                 )｣ の意味が不明である上に,        の国状学に関する著作が公刊される以前に          の著作が公刊されているに
も拘わらず,          の表がどのような意味で統計や統計学との接点が持ち得たのか全く
説明がなされていないからである｡




なく, 国家顕著事項ごとに各国を比較する形で記述する方法を意味する  )｡          は, 国
と項目 (国家顕著事項) の２次元の表によって比較統計の方法を実現させていたと言ってよい｡
このように,          の表は, それが出版された当時,          自身 ｢統計｣ という
概念も ｢統計学｣ という学問もよく知る立場ではなかったにも拘わらず, その内容故に国状学
としての統計学と結びつく素地を持っていた｡ しかもそれは地理学的要素を多分に含んだ表で
あり, 統計学と地理学を結びつける要因を胚胎させていた｡ この点に関して言えば, 例えば表
派統計学や比較統計学を強く論難した         ・   でさえも, ｢政治地理学 (                  )｣ は統計学に属すると看做さざるを得なかった  )｡ その結果,     が言うよう
に, ｢  世紀の最後の四半世紀｣ に地理的要素を含んだ表派統計学の ｢表｣ による国状記述の
試みが盛んに行われるようになったのではないかと考えられる｡ 例えば,     年に公刊された          の 『統計学文献』 では, ｢表 (       )｣ という一節を設け, その第一の文献
統計表の概念史   
語読みを表記した｡ また必要に応じて [ ] 書きで補足を加えた｡  )          と同国人であった             は, 実際に          の文献を精査したようで,
数量観察の結果が示されていないことを指摘している｡                                                                        森谷喜一郎訳 『統計學史』 栗田書店,     年,  頁｡  )   ・     の比較統計の方法については, 例えば次の文献を参照のこと｡   ・                            ・            ・                                                                         ・                                      )     ・                                    ・                      ・           ・                 
として          の当該著作が示されている  )｡ また         は,     年に公刊された
『統計学及び国状学概要』 で既にこの時代に統計表による国状記述がかなり普及していたこと
を述べており  ), 同書の ｢国状学の歴史と統計的文献に対する断片｣ という一節では         
の文献が明記されている  )｡ このように,   世紀の後半には, ｢統計表｣ という概念が統計学
の中でも一般に認知された概念として取り扱われるようになっていたことが理解できよう｡
留意すべきは,   世紀後半に形成されたと考えられる統計表とは, 今日の意味での統計表で
はないことである｡ 一般に  世紀の統計表とは, 例えば人口表が ｢人口｣ の ｢表｣ であるよう
に, 統計表も ｢国家の状態 (統計)｣ の ｢表｣ を意味していた｡ これについて長屋政勝は,             と       の統計表を比較した上で,       の統計表を ｢統計表とはいわ
れながらも, やはり国家基本制度の特徴づけを軸にした国状論が下敷きになっており, 統計表
というよりは国家制度概括表ともいうべきものである｣  ) と指摘している｡ 先の       の
指摘とこの長屋の指摘に鑑みると,     年前後においても,       が考えたような表, つ
まり長屋が言う ｢国家制度概括表｣ の性格を持った表が ｢統計表｣ として広く受け止められて
いたことを意味する｡ しかしこれは当然のことで, もともと統計とは国家理性を具体的に示す
国家の状態を意味しており, その意味の統計が表として編集されたものが,   世紀の後半に






イギリスとフランスで ｢統計表｣ という名称が最も初期に明示された文献は, 筆者のこれま
での調べでは, 前出の 『政治地理学』 と         の 『ヨーロッパの統計表』 である｡          の文献は一枚の表からなる資料に過ぎないが, 『政治地理学』 は ｢統計表｣ と解説文から
なる著作である｡ 但し, 『政治地理学』 は, ｢編者は, 特に, パリで行われた会合に基づく        博士の意見に感銘を受けた｡ その会合とは, フランス公使館の前書記官         氏の
『ヨーロッパの統計表』 に関する会合である｣  ) と述べていることからも明らかなように,          の統計表に大きな影響を受けている｡ そこで本節では,   世紀後半における ｢統計表｣
立教経済学研究 第  巻 第２号     年  
  )                                                )                                                      )                ) 長屋政勝 『近代ドイツ国家形成と社会統計』 京都大学学術出版会,     年,   頁｡  )                
概念の形成と変容の過程を, ほぼ同時代に公刊された          の 『政治的調査』, 『政治
地理学』, そして       の 『フランスの人口表』 で示された統計表から見ていく｡
『政治的調査』 では, 社会の富, 商業, 政府, 財政, 軍事, 宗教に関する ｢  の表｣ が用い
られている｡ 表題と同様, 本文でも ｢統計表｣ という表現は用いられていないが, この 『政治
的調査』 が統計学の著作であることから ｢統計学｣ と ｢表｣ の関係性を知る上で重要な情報を
与えてくれる｡ そこで先ず 『政治的調査』 の表から検討していこう｡




がら, これらの数字情報は, 他の文献・雑誌等で得られたものから          自身が編集
・加工したものを表として示しており, それらは一連の参考文献・雑誌のリストも示されてい
統計表の概念史   
































１. ロシア (ヨーロッパの)         対ロシア
１対(     )               対      対    ７対１
２. スウェーデン        １対２              対   ７対１   対１
３. デンマーク        １対(     )            ５対１   対      対  
４. ポーランド及びリトアニア        １対(     )              対   ２対１   対  
５. ドイツ        １対(     )                 対      対     対  
６. プロイセン王国       １対２              対     対     対  
７. フランス        １対(     )                対      対      対  
８. オランダ         対１               対      対      対  
９. 大ブリテン及びアイルランド        対全ヨーロッパ
１対                 . スイス       ６対１                            ６対１    対       対     . ガリツィア・ロドメリア王国                      対     対     対    . イタリア                      対      対    ７対９  . ポルトガル       (     )対１            ６対      対      対    . ハンガリー及びトランシルヴァニア                    対     対     対    . スペイン        １対(     )               対     対     対    . トルコ        １対(     )              対     対     対                         . イングランド及びウェールズ              
平均  . オーストリア大公国          対                   対   
る  )｡ 従って統計調査や行政情報に基づいて数字情報が作成されていないという点で今日の意
味での ｢統計表｣ ではない｡ しかし          が   ・     や            の著作




同様の特徴はフランスの場合にも妥当する｡ 前節で見た      の文献を除けば, 最も初
期の段階でフランスに ｢統計｣ 概念を紹介したと推定される       の 『フランスの人口表』
は, その表題からも明らかなように,          の場合と同様, 他の文献・資料から編集
・加工して ｢人口表｣ を作成している｡ 表３は,       の著作において最初に出てくる ｢人
口表｣ を抄訳したものであるが, 表示形式は異なるものの          と同じく数字情報と
その出所が示されている (但し          のようにこれらの数字情報を比のような形で加
工はしていない)  )｡
留意すべきは, ｢統計表｣ ではなく ｢人口表｣ としていること, またその ｢人口表｣ を作成
するにために必要な ｢人口｣ に関する情報は, フランスに関連する ｢統計｣ について書かれた
著作から引用してきたとしている点である｡ しかも       の引用した人口に関する情報は,
｢統計の一部 (                   )｣ だと看做しているのである｡ この場合, 現代的意
味での, 即ち数ある統計の中の一部である人口統計という意味で,       の言う ｢統計｣ を
理解してはならない｡ ドイツ国状学とともに ｢統計｣ 概念が輸入された直後であることに鑑み
立教経済学研究 第  巻 第２号     年  
  )                     ‒    )        ‒    )                  
表３ Latour の ｢人口表｣





の結果        ｢国の現在｣     年, もしくは次の小さな表では,        
但しこの小冊子は矛盾している
… … … …
パリ全区
                             ｢世界の現在｣             
… … … …
れば,       の言う統計とは, フランスの国家の状態, つまりフランスの国家顕著事項であ
り, その一部が人口だということになる｡ それ故       も          同様, 統計学を表
派統計学や比較統計学の影響を受けたドイツ国状学として理解していたことになる｡
以上見てきたように,          も       も比較統計学や表派統計学の影響を受け,
その枠組みで ｢統計｣ 概念を理解していた｡ しかしそこで示された表は, 前節で見た           の表とは大きく異なる｡ 基本的には          も       も政治算術に由来する人口
表を表として理解しており, それが統計の一部をなすと看做していた｡ それでは一部ではなく,
全体としての ｢統計｣ の ｢表｣ とは何か｡ それを典型的に示しているのが 『政治地理学』 であ
る｡
表４は, 『政治地理学』 の本文の後に付された ｢統計表｣ 第１部の抄訳であるが, この表で
は,          や       の表とは異なり, ｢統計表 (             )｣ と明記されて
いる｡ 確かに 『政治地理学』 の本文では,          の表２とほぼ同様の数字情報からな
る表も含まれてはいるが, それらは ｢統計表｣ ではなく単に ｢表｣ と呼んでいるに過ぎない  )｡
それもそのはずで, 『政治地理学』 の著者は, ｢これまでのところ, われわれの言葉で公にされ
た純粋に統計的な研究は, 専ら          教授の 『政治的調査』 のみであり, 極めて有益
な情報の要約がそこには含まれている｣  ) と述べ,          の研究を参照していたこと
を表明しているからである｡ このような表とは区別して, 『政治地理学』 で著者が ｢統計表｣
と呼んでいるのは, 本文の後に付された第１部から第４部から成る新聞大の大きな表だけであ












｢統計｣ と人口数や死亡数の数量記述を意味する ｢政治算術｣ が ｢表｣ という形式で統一され
た姿を 『政治地理学』 の統計表は示していると言えよう｡ 勿論それは, 『政治地理学』 が公刊
統計表の概念史   
  )                  )        










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スにも ｢統計｣ 概念及び ｢統計学｣ が導入されていた｡ しかしそれは, 地理学的要素を含んだ
表派統計学や比較統計学の影響を強く受けた統計学であった｡ 更に ｢統計 (国家顕著事項)｣
の ｢表｣ という意味を持つ ｢統計表｣ の概念に, その一部として政治算術的要素を含んだ ｢人
口｣ の ｢表｣ が融合され, このような意味での ｢統計表｣ の概念がイギリスやフランスで形成
されていった｡ 文書記述の ｢統計｣ と数量記述の ｢人口｣ が ｢表｣ の形で統一され, ｢統計表｣
の概念が確立されたと言えよう｡ ここにおいて国状学と政治算術の融合された形式を見出すこ
とができる｡ 問題は, ｢統計表｣ の形成を通して, そのような国状学と政治算術の融合が何故  世紀後半に成し遂げられたのか, という点である｡ この問題については, 次の          
と阪上孝の論点が参考になる｡         は, ｢表 (      ) の構成は,   世紀の学問的, 政治的, 経済的な技術論の
大問題の一つであった｡ ……  世紀には表は権力の技術の一つであると同時に知の手段の一つ
である｡ 多種多様なものを組織化して, それを端から端まで辿り統御するためのある道具の入
手が必要であり, しかもその多様なものに秩序を課すことが重要なのである｣  ) と述べている｡       は, 表は政治や学問など領域によって同一の機能を有しているものではないとして
いるが, 本稿の課題である統計表に即して        の見解を重ね合わせると, 統計表が ｢知
の手段｣ であると同時に ｢権力の技術｣ でもあるという二重の性格を持っていることが明らか
になろう｡
これまで議論してきたように, 統計表は本来ドイツ国状学に由来する統計に基づいて形成さ
れた概念である｡ 多種多様な諸国家の状態 (国家理性) を, いくつかの国家顕著事項の下で組
織化し効率的にそれらを把握するには, 確かに        が指摘するように表を構成すること
が有益な技術となり得た｡ 従って,         ‒    ・   学派が如何に表派統計学を ｢卑俗な




訳 『監獄の誕生―監視と処罰』 新潮社,     年,    頁｡ なお        のこの論点ついては次の文
献も参照のこと｡                                          渡辺一民・佐々木明
訳 『言葉と物―人文科学の考古学』 新潮社,     年｡  )                 前掲訳書,   頁｡
政の合理的な運営を目的とした国家科学の一領域, 即ち ｢権力の技術｣ として形成されたもの
であることを想起すれば, 統計表もまた ｢知の手段｣ であると同時に ｢権力の技術｣ であるこ
とも直ちに理解できよう｡ これに関連して        ′ は, 統計学 (国状学) や政治算術によ
って国家の富や人口の効果的な計算法が考案され, 国家利益 (国家理性) を測定 (      )
する精度が飛躍的に向上したと指摘し, これらを国家理性の具体的な測定技術だと看做してい
る  )｡ 国状学の文書記述であれ, 政治算術の数量記述であれ, 統計表がその最も効率的な技術
の一つであったという点でこの指摘は        の言う ｢権力の技術｣ と同じ意味を持ってい
る｡       等の政治算術は, 経験主義に基づいた社会科学の萌芽として評価されることが多
い｡ しかしながら,      ′ の言う国家理性の測定技術, つまり近代国家の統治技術として政
治算術を見れば, ｢統計表｣ を通じた国状学との接点が明確になる｡ これに関連して, 近代的
統治を問題にした阪上孝は, ｢近代的統治は行政の合理化を意味しているが, そのためには国
家の現状を正確に知ることが不可欠である｡ ……  世紀後半に生まれた ｢政治算術｣ はこの問






な統治の土台であった｡ 他方で, この知識の生産のためには, 行政の関与が不可欠であった｡
こうして人口という対象は二重の意味で知識と秩序を生み出したのである｣  ) と指摘している｡
阪上の指摘に従えば, 政治算術は確かに近代的統治の技術として見ることができる｡ 先に検
討した       の 『人口表』 のような著作が,   世紀後半にフランスで公刊された社会的背景
もそこにある｡ このように考えると, 国状学において国家顕著事項の一つである ｢住民 (国民)｣
が政治算術の ｢人口｣ と結合し, 最も効率的な統治技術の一つである統計表として  世紀後半
に形成されたと理解することは不自然ではない｡ 事実,   世紀後半以降, 本稿で見たような意
味での統計表が,   世紀初期までにはありふれたものになっていたことは, 先の       の
指摘でも明らかである｡ つまりドイツ国状学と政治算術の融合は,   世紀後半に形成された
｢統計表｣ を通して, はっきりとその具体的な形で示されることになったのである｡
立教経済学研究 第  巻 第２号     年  
  )      ′                                                               ′                    ′    ′                                  ′                                     ‒   なおこの点については, 次の文献も参照のこと｡ 押村高
『国際政治思想―生存・秩序・正義』 勁草書房,     年,   ～  頁｡  ) 阪上孝 『近代的統治の誕生―人口・世論・家族―』 岩波書店,     年, １頁｡  ) 前掲書,   ～  頁｡
結 論    年代は, ｢統計表｣ 概念の大きな転換点であった｡ それは, ドイツ国状学の知的伝統を
引き継いだ形での ｢統計表｣ 概念が完成された時代であったとともに, 今日的な意味での ｢統
計表｣ への始まりの時代でもあった｡ このような ｢統計表｣ 概念をめぐる変容は, 直接的には,
地理学と関連した表派統計学や比較統計学の影響によるものである｡ しかしそれは, そもそも
ドイツ国状学における国家顕著事項の記述という目的の中に, やがてそれらが ｢表｣ の形式で
｢比較｣ されざるを得ない性格を内包させていたと見なければならない｡ 仮令それが国状学の
本流であった         ‒    ・   学派の抵抗があったとしても, である｡
これまでの議論からも明らかなように, ｢統計｣ を ｢表｣ と結びつける試みは, 統計学がイ
ギリスやフランスに輸入される以前から既に存在していた｡ しかし    年代にイギリスやフラ
ンスに統計学が輸入されるようになると, ｢統計表｣ の概念も一つの変化を遂げた｡          
に見られた地理学的要素の強い ｢表｣ と,          のように政治算術的要素の強い人口
表としての ｢表｣ が折衷された形で ｢統計表｣ の概念が形成されたのである｡ それは 『政治地
理学』 の統計表の検討から明らかである｡ またそのような意味での表が,   世紀末から  世紀
初頭に統計表として広く一般に受け止められていた｡
このような表が,   世紀後半, 特に    年代を境にして急速に普及した社会的文脈について
は        と阪上が有益な示唆を与えている｡ 統計表が ｢統治の技術｣ として有効なもので
あることが認知されだしたのである｡ しかし同時に数字情報の強い性格を持つ統計表が求めら
れるようになっていく｡ そのような意味での, つまり今日の意味での統計表に最も近づいた表
の一つが,                 の統計表である｡ 本稿では詳しく検討できなかったが,       の 『デンマーク王国における人口数の統計表による概観』  ) と題する著作では, 本
編に当る 『デンマークの統計材料』 で使用した統計表が収められており, 人口に関わる数字情
報を表形式に纏めている｡ このような表が ｢統計表｣ として現れ,   世紀に入ると一般化して
いくのは, 一つには, ナショナリズムの高揚とともに近代的な中央集権国家を目指したヨーロ
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